
若手職員からのアイデアの実現 
合計 ３０５，５８１千円の内数 

 

 

 

＜主な新規実現事業＞              （単位：千円） 

○「若手職員による政策立案」研修の実施（人事課）   41,509の内数 

若手職員の政策立案能力の向上とともに、若手の意見を県政に取り入れる 

ため、組織横断的なテーマ等を題材にグループで討議・発表する研修を実施 

 

○職員による職員のためのメンタルヘルスサポート事業（職員厚生課）       

  職員同士で悩み相談やアドバイスを行うメンタルヘルスピアサポーターを

募集・育成し、職員による職員のためのメンタルヘルスサポートを実施 

○小中学生向け「デジタル版」防災教育副読本の作成（防災課） 1,870 
防災教育副読本をデジタル化し、学校での防災教育や地域での普及啓発事

業等に活用 

○ごみ拾い活動を見える化するウェブサイトの開設（廃棄物対策課） 

6,400 

ごみ拾い活動投稿アプリと連動した、ごみ拾い活動を見える化するウェブ 

サイトを構築し、下流県との連携も視野に入れた海洋ごみ対策を推進 

○県有文化施設におけるデジタルコンテンツの充実（文化伝承課）60,000 

高山陣屋や県博物館等の県有文化施設で所蔵する作品や資料をデジタル映 

像化し、オンラインで配信 

○農業ＤＸプラットフォームの構築（農政課）           6,400 

農業生産、流通、販売に関わる事業者や関係機関が連携し、農業に関係す 

るビッグデータを結びつけ、活用できるプラットフォームの構築に向けて、検

討会の開催や実態調査、農業ＤＸ指導者の育成を推進 

○遊漁案内ポータルサイトの開設（里川振興課）     17,040の内数 
県内の釣りに関する情報を一元的に発信する遊漁案内ポータルサイトを開 

設 

○デジタル技術を活用した空き家バンクの利便性向上（住宅課）  3,500 
空き家バンクのホームページ上で物件をＶＲ内覧できるようデジタルデー 

タの作成、情報発信力の強化等に取り組む市町村を支援 

［提 案 件 数］ １２１件のアイデア応募       

［新規実現件数］ ３６件について、令和４年度予算で新規事業化 

         ５４件は、既定予算及びＲ３補正予算にて実現済み 

資料Ⅱ 参考資料５ 


